
目
指
し
建
設
工
事
を
進
め
ま
す
。

○
第
2
期
行
政
改
革
大
綱
・
第
5

次
集
中
改
革
プ
ラ
ン

　

市
政
運
営
の
改
革
に
関
す
る
基

本
方
針
を
定
め
た
「
第
2
期
行
政

改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
行
政
運
営
の
両
立
を
目
指

し
、
第
5
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

掲
げ
、
令
和
2
年
度
か
ら
3
年
間

で
、
重
点
項
目
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

○
地
域
自
治
組
織
の
支
援
と
市
民

協
働
の
推
進

　

地
域
自
治
の
活
動
を
継
続
・

発
展
さ
せ
る
た
め
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
交
付
金
に
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
を
加
え
、
地
域
自
治
組
織

が
実
践
す
る
移
住
定
住
、
交
流
人

口
拡
大
の
促
進
、
生
活
環
境
の
保

全
と
空
き
家
有
効
利
用
促
進
な
ど

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
で

交
流
が
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り

○
防
災
対
策

　

本
年
5
月
に
、
本
市
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
る
「
北
上
川
下
流

及
び
江
合
川
・
鳴
瀬
川
総
合
水
防

演
習
」
を
機
に
、
水
防
技
術
の
向

上
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
の

連
携
強
化
に
よ
り
、
水
害
の
未
然

防
止
や
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

○
国
土
強き

ょ
う
じ
ん
か

靭
化
地
域
計
画
の
策
定

　

昨
年
の
台
風
第
19
号
や
過
去
の

災
害
対
応
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
大

崎
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
を

策
定
し
、
地
域
防
災
計
画
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
計
画
な

ど
の
指
針
に
位
置
付
け
、
事
前
防

災
、
災
害
対
策
を
平
時
か
ら
継
続

的
に
展
開
し
、
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
市
道
整
備
事
業

　

東
北
自
動
車
道
長
者
原
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺
ア

ク
セ
ス
道
は
、
狭

き
ょ
う
あ
い隘

区
間
の
解
消

に
向
け
、
工
事
の
早
期
完
成
に
努

め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
円
滑
な
道
路

環
境
の
整
備
の
た
め
、
道
路
網
や

橋
梁
な
ど
の
計
画
的
な
整
備
を
促

進
し
て
い
き
ま
す
。

○
河
川
事
業

　

昨
年
の
台
風
第
19
号
に
よ
る
被

災
箇
所
の
徹
底
的
な
改
良
復
旧
と

と
も
に
、
河
道
を
確
保
す
る
た
め

の
支
障
木
や
堆
積
土
砂
の
撤
去

を
進
め
、
早
期
に
治
水
安
全
度
な

ど
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
強

靭
化
の
推
進
も
含
め
、
国
お
よ
び

県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

〇
排
水
路
改
良
整
備
事
業

　

浸
水
被
害
の
軽
減
と
衛
生
的
な

環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
全
地
域

で
排
水
路
整
備
事
業
を
計
画
的
に

進
め
ま
す
。
ま
た
、
浸
水
対
策
に
つ

い
て
も
、
全
地
域
へ
拡
大
し
て
い

き
ま
す
。

〇
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
農

林
業
系
廃
棄
物
の
処
理

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
な
ど
、

試
験
焼
却
の
各
種
測
定
結
果
、
お

よ
び
一
連
の
作
業
工
程
を
安
全
に

実
施
で
き
た
こ
と
か
ら
、
一
般
ご

み
と
の
混
焼
に
よ
る
処
理
が
問
題

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

住
民
説
明
会
な
ど
で
い
た
だ
い

た
意
見
や
指
摘
を
踏
ま
え
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先

と
し
、
焼
却
処
理
の
実
施
、
お
よ
び

す
き
込
み
な
ど
の
減
容
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
　

地
域
の
個
性
を
生
か
し

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

○
学
校
教
育
環
境
整
備

　

古
川
地
域
の
学
校
再
編
に
つ
い

て
、
古
川
北
部
地
区
は
令
和
3
年

4
月
の
開
校
を
、
古
川
西
部
地
区

は
、
令
和
4
年
4
月
の
開
校
を
目

指
し
、
学
校
教
育
環
境
の
充
実
に

向
け
、
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
鳴
子
温
泉
地
域
に
お
い

て
も
、
学
校
再
編
に
向
け
た
話
し

合
い
を
進
め
ま
す
。

○
学
校
教
育

　

ゆ
と
り
あ
る
学
習
環
境
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
市
立
の
す
べ
て
の

幼
稚
園
、
小
中
学
校
に
2
学
期
制

を
導
入
し
ま
す
。
児
童
生
徒
に
向

き
合
う
時
間
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

確
保
し
、
自
ら
意
欲
的
に
学
び
、
課

題
解
決
で
き
る
よ
う
、
生
き
る
力

の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〇
生
涯
学
習

　

若
者
が
集
い
意
見
を
交
わ
す
場

を
つ
く
り
、
若
者
の
人
材
育
成
に

つ
な
が
る
よ
う
、（
仮
称
）「
お
お
さ

き
未
来
塾
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ

ま
す
。

○
文
化
財
保
護

　

旧
有
備
館
お
よ
び
庭
園
が
、
昭

和
45
年
の
一
般
公
開
か
ら
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
開
催
し
、
本
市
の
文
化
的
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

〇
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
と
活
用

　

世
界
農
業
遺
産
の
保
全
と
活
用

策
、
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
地
域
内

外
の
方
々
と
共
有
し
活
用
し
て
い

き
ま
す
。
地
域
資
源
の
見
え
る
化

に
よ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
の
運

用
拡
大
な
ど
、
多
様
な
分
野
と
連

携
し
、
地
域
資
源
を「
守
る
た
め
に

生
か
す
」
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
ま
す
。

○
農
業
の
振
興

　

次
世
代
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
や
、
本

市
独
自
の
就
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
就
農

者
を
確
保
し
ま
す
。

　

デ
ビ
ュ
ー
6
年
目
と
な
る
『
さ

さ
結
』
に
つ
い
て
は
、
み
や
ぎ
・
大

崎
耕
土
「
さ
さ
王
」
決
定
戦
を
開
催

す
る
な
ど
、
国
内
外
に
向
け
て
さ

ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
消

費
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
対
策
と
し
て
、
昨
年
導
入
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
わ
な
に
よ
る
効
率

的
な
捕
獲
対
策
と
、
ソ
ー
ラ
ー
電

気
柵
や
物
理
柵
を
増
設
す
る
な
ど

の
侵
入
防
止
対
策
の
両
面
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

○
産
業
振
興

　

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
を

促
進
す
る
た
め
、
関
係
団
体
と
連

携
協
力
し
、
販
路
拡
大
に
向
け
た

支
援
を
は
じ
め
、
経
営
の
安
定
と

基
盤
の
整
備
な
ど
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

○
観
光
・
物
産
事
業

　

令
和
3
年
に
開
催
さ
れ
る
「
東

北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
向
け
、
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
台
湾
を
軸
に
タ
イ
や
ベ
ト

ナ
ム
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
観
光

施
設
と
協
力
し
、
台
湾
か
ら
の
大

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
な

ど
で
、
環
境
整
備
や
情
報
発
信
な

ど
の
体
制
の
拡
充
を
図
り
誘
客
に

つ
な
げ
ま
す
。

地
域
で
支
え
合
い

健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

○
大
崎
市
地
域
福
祉
計
画

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど
、
各
分
野

に
お
け
る
共
通
的
な
事
項
を
掲
げ

る
上
位
計
画
と
し
て
、「
大
崎
市
地

域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

○
高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険
事
業

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
介
護
予
防
や
認
知
症
施
策
に

重
点
を
置
き
、
自
立
支
援
と
要
介

護
状
態
の
重
度
化
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

○
児
童
保
育
事
業

　

待
機
児
童
の
解
消
策
と
す
る
児

童
保
育
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
国
の
「
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」

を
活
用
し
、
令
和
3
年
4
月
ま
で

に
開
園
で
き
る
よ
う
に
開
設
事
業

者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

〇
健
康
づ
く
り

　

心
と
身
体
の
健
康
を
保
持
増
進

で
き
る
よ
う
、
各
種
健
診
の
受
診

率
向
上
や
心
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
特
に
、
糖
尿
病
対
策

に
つ
い
て
は
、
健
康
教
室
を
開
催

し
、
予
備
群
の
抑
制
と
重
症
化
予

防
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
4
月
に
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
産
後

ケ
ア
の
ほ
か
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
ま
で
、
切
れ
目
な
い
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
病
院
事
業

　

認
知
症
医
療
に
つ
い
て
、
本
年

4
月
に
認
知
症
セ
ン
タ
ー
を
本
院

に
設
置
し
て
検
査
・
診
断
機
能
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
認
知
症

の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

鳴
子
温
泉
分
院
の
新
病
院
建
設

事
業
は
、
令
和
3
年
度
の
供
用
開

始
に
向
け
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
然
と
共
生
し

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

○
中
心
市
街
地
復
興
ま
ち
づ
く
り

　

市
役
所
周
辺
整
備
は
、
建
物
移

転
補
償
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道

路
改
良
事
業
と
あ
わ
せ
て
周
辺
道

路
を
拡
幅
し
、
安
全
で
円
滑
な
道

路
環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

七
日
町
西
地
区
再
開
発
事
業

は
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
と
都

市
機
能
の
誘
導
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る

よ
う
、
今
後
も
細
や
か
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
南
街
区
に
整
備
さ
れ
る

複
合
施
設
は
、
生
涯
学
習
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
、
令

和
4
年
度
の
開
館
に
向
け
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

○
三
本
木
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

今
春
の
全
面
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
芝
生
の
管
理
を
行
い
な
が

ら
、
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
認

定
コ
ー
ス
と
し
て
、
全
国
大
会
が

誘
致
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま

す
。

○
下
水
道
事
業

　

令
和
2
年
度
か
ら
、
下
水
道
事

業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
浄
化
槽

事
業
の
3
つ
の
特
別
会
計
を
統
合

す
る
と
と
も
に
、
経
営
状
況
の
的

確
な
把
握
や
、
経
済
性
が
発
揮
で

き
る
公
営
企
業
法
を
適
用
し
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
運
営
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

〇
水
道
事
業

　

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
法
適

用
に
伴
い
、
水
道
部
と
建
設
部
下

水
道
課
を
統
合
し
、
本
年
4
月
か

ら
新
た
に
上
下
水
道
部
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
効
率
的
経
営
と
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、

統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

市
民
が
主
役

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

○
市
役
所
本
庁
舎
等
の
建
設

　

市
役
所
本
庁
舎
の
建
設
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
利
用
し
や
す
く
、

親
し
み
と
愛
着
を
感
じ
る
施
設
と

し
て
、
令
和
4
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
、
実
施
設
計
業
務
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

田
尻
総
合
支
所
新
庁
舎
が
2

月
に
開
庁
し
ま
し
た
。
重
要
文
化

財
「
木
造
千
手
観
音
坐
像
」
の
収

蔵
は
、
本
年
10
月
頃
に
設
備
環
境

が
整
い
次
第
、
展
示
を
開
始
し
ま

す
。

　

鳴
子
総
合
支
所
庁
舎
等
複
合
施

設
の
建
設
は
、
行
政
機
能
と
公
民

館
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
と
し

て
、
令
和
3
年
度
の
供
用
開
始
を

令
和
2
年
度
施
政
方
針

　

令
和
2
年
第
1
回
大
崎
市
議
会
定
例
会
の
冒
頭
、
伊
藤
市
長
は
今
年

度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
や
重
要
施
策
を
ま
と
め
た
施
政
方

針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
主
な
事
業
（
抜
粋
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

政
策
課
政
策
企
画
担
当　



2
1
2
9
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